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八王子市の概要（２０２３年３月現在）

≪八王子市の特徴≫
東京都心から西へ約40キロメートル、新宿から電車で約40分の距離に位置しています。
2015年4月に東京都初の中核市となり、21の大学を抱えた学園都市として、
また西部地域には日本遺産である高尾山や武蔵陵墓地などがあります。

はっちお～じ

人口：５６１，０３４人

面積：１８６．３８㎢

６５歳以上人口：１５５，０５８人

高齢化率：２７．６％

要介護認定者：３０，３３１人

認知症高齢者数：１５，４１０人
（介護保険主治医意見書・認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱa以上）

地域包括支援センター数：２１（委託）

各包括に認知症地域支援推進員１名を配置

高尾山 いちょう並木



八王子市の認知症施策（八王子市高齢者計画・第８期介護保険事業計画）

『認知症への理解と備えが広がり、認知症の人ともに尊厳と希望をもって暮らすことができる』

施策の方向性

①認知症の本人が多様な主体との話し合いや活動を通して
その人の強みを生かす社会参加の機会をつくる

②普及啓発事業やピアサポーター活動などの各種施策で
本人や家族が発信する機会を確保する。

③上記やサポーター養成講座などを通じて、
認知症の人や家族への正しい理解を促進する。

④早期に相談や受診につながるよう相談窓口を周知する。
気軽に相談できる環境の整備を進める。



地域包括支援センター追分
（高齢者あんしん相談センター）

人口：１５，００５人

面積：１．４４㎢

６５歳以上人口：４，００１人

高齢化率：２６．７％

要介護認定者：８１３人

認知症高齢者数：４７１人
（介護保険主治医意見書・認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱa以上）

職員数：１０名

≪圏域データ（２０２３年３月）≫

追分町交差点 八王子千人同心 八王子まつりJR西八王子駅・北口



だれもが利用できる図書館という

公共の場で専門医に相談ができる会

〇包括に来所される前段階である認知症

の早期の方の相談が約８割。

〇本人・家族共に認知症を受入れ、

進行前に医療等につながることが

できる。

〇地域の活動場を紹介し地域や社会と

つながることで、空白の期間の解消

や社会的孤立を防ぐ。

〇町内にちらしを掲示することで、

周知や普及啓発にもなり、地域全体の

認知症への意識が緩和する。

包括追分の活動 「ものわすれ・こころの相談会」



チームおれんじ『チーム追分』

本人の声から発足した

認知症や障がいがあってもなくても、

老いも若いも（おいわけ）、

みんなが得意なこと、好きなことで

ともに楽しみ活躍しあうチーム。



本人の声からの活動



メンバーみんなで



まちもともに



活動することでの効果

出会い→つながり→仲間（連携）へ
認知症、障がいがあるなしに関わらず、住民、専門職、企業、店舗、学校、行政など

地域の多領域・多世代の人々が参画し、ゆるくつながることで

だれもが、自分らしく暮らし続けることができる。

「支え手」「受け手」を超えた関係に。

対話・語り→交流へ
本人、家族、住民が思いを言い合い聴ける場、居場所が

あることで気づきが得られ、認知症がある人や家族の

出会い直しの場にもなり、参加者みんながエンパワメント

されている。

『いる』ことができる地域へ
正しい知識・理解を得ることで、偏見・差別・誤解の解消。

だれもが生きがいを得て「いていい」と思える。

排除したりされない、居続けられることができる地域に。



はちおうじDFC図書館部の活動

『はちおうじDFC』

八王子市の「認知症家族サロン八王子ケアラーズカフェわたぼうし」

の管理者中村さんの声掛けによって設立。

認知症があってもなくても、住み慣れた八王子で暮らし続けるために何が必要か、

本人や家族の思いを確認しながら、考え、実践し、悩み等を相談しあう会。

（月１回、zoom開催。行政、疾患センター、推進員、介護事業所等が参加）

『はちおうじDFC図書館部』

“だれもがいつまでも利用しやすい図書館プロジェクト”として、

DAYS BLG!はちおうじ、八王子市中央図書館、

ケアラーズカフェわたぼうし、認知症地域支援推進員、

八王子市役所、（株）エーザイ、川崎市立宮前図書館等

立場の違うメンバーが水平な関係で定期的に活動を開催している。

大平さん 舟田さん

酒井さん





令和5年度南大沢図書館・テーマ展示



図書館練り歩き

令和４年９月１５日 中央図書館・練り歩き大会

令和５年６月１５日 南大沢図書館テーマ展示の打ち合わせとバックヤードツアー



DFC図書館部の特徴・強み

さまざまな立場のメンバーがともに活動

本人視点を大切にしながら、お互いの意見も尊重

プロセスを重視、オープンな取り組み

→仲間が徐々に増えてきている

メンバーの意見を取り入れて、館内を変更してくださる図書館の存在

やりがい、うれしさにつながり、チームの絆も深まる

→「だれもがいつまでも利用しやすい図書館」に

＝認知症バリアフリー図書館の実現へ

地域の中に図書館のような拠点を増やしていきたい

令和４年５月 令和５年８月



活動を進めていく上での苦慮や課題

推進員の活動が、

一部だけの盛り上がりになってしまっていないか。

八王子市の認知症の活動として浸透しているか。

〇包括の職員等に推進員の活動が理解されていないと

感じている推進員が多くいる。

〇市民への意識調査（令和５年９月）では、

『あなたは認知症になっても、地域で幸せに自分らしく暮らせると思いますか』

という問いに「そう思う」と答えた方は１．５％であった。



今後やりたいこと

本人や家族と行政が一体になって活動していけるための

ちいさなきっかけつくりや懸け橋になっていくこと

配置された推進員の苦労を少しでも解決して、

継続的に働きやすくなるようにしていきたい

推進員と行政が率直に話し合える場をつくること

本人の声が反映された市の施策や活動、

地域をともにつくっていきたい

オレンジイノベーションプロジェクト



いっしょに、楽しく活動していきましょう

八王子にぜひ遊びにきてください
電話 042‐686‐1713
Mail  oiwake@eisei.co.jp
高齢者あんしん相談センター追分

菊地志保

ともに活動する仲間がいることに感謝

悩みながらも

mailto:oiwake@eisei.co.jp
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